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【摂食行動の中枢神経機構】
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研究の背景：摂食行動は本能行動のひとつであり、生命維持に
必要なエネルギー摂取という重要な意義がある。一方で飽食の
時代には食べ過ぎによる肥満症が問題となったり、精神的スト
レスが無食欲症を発症させたりもする。また、抗がん剤の副作
用による悪心・嘔吐は著しく摂食行動を制限して、人間の生活
の質を低下させる。このように摂食行動に関わる問題は枚挙に
いとまがないが、これらのメカニズムについては不明な点が
多々残されている。我々は神経科学の手法を用いて摂食行動の
調節機序を明らかにすることにより、食と心（脳）の相互連関
を包括的に理解することを目指している。
研究方法、内容：主にラットを用いた動物実験を行っている。1）
電気生理学的手法：スライスパッチクランプ法、細胞内記録法な
どを用いて単一ニューロン活動の基盤となる各種イオンチャネル、
レセプター、神経連絡、伝達物質、薬物感受性、活動電位などを

解析する。2）免疫組織化学的研究法：神経活動に伴って発現す
る c-Fos タンパクを定量化することにより、中枢神経活動を解析
する。3）行動科学的研究法：自由行動下の動物を用いて摂食行動、
情動行動、記憶学習機能の相互連関について解析する。
これまでの成果：化学受容性嘔吐誘発域である延髄最後野の単一
ニューロンレベルでの解析を進め、膜特性、活動様式、シナプス
伝達、化学受容性、細胞形態が明かとなり、H チャネル活性を示
す最後野ニューロンが悪心・嘔吐誘発に深く関わっていることが
示唆された。また、行動実験により、エメチンとシスプラチンに
よる条件付け味覚嫌悪を獲得したラットが再度サッカリンの甘味
を摂取した時に著明なゲーピング反応を示すことを明らかにした。




